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 1494年イタリアにおいてルカ・パチオリ（Fra Luca Bartolomeo de Pacioli）によって著さ
れた「算術・幾何・比及び比例全書（通称：スムマ）」（Summa de Arithmetica, Geometria, 
Proportioni et Proportionalita）において、歴史上初めて複式簿記が学術的に説明されたとさ
れて以来、簿記の通史研究には区区のアプローチおよびそれらに基づく区区の成果が存する。 
そのようななか、わが国に影響を及ぼした英米簿記の史的展開において代表的著作物の内容の
解釈、簿記史的な意義についての研究が希薄である時代に焦点をあて、詳細な分析を行った本論
文の学術的評価は高いものと思料するところである。 
 一方で、対象とした時代区分以降との関係については、その影響という視点からの解釈はなさ
れているものの、それ以前の諸文献、実務との関係性との考察が深められていないこと、および 
資料収集は極めて困難であろうところではあるが、実際の商人、組合ないしは諸業種において、 
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本論文で対象とした著作群がいかなる影響を与え、そして同氏の時代設定区分のもとでどのよう
に複式簿記が実務的に変化したのか（もしくはしなかったのか）に関しての考究に関しては、 
今度の研究に期待されるところである。 
 複式簿記は会計行為のなかでは形式的行為として位置付けられるものであるが、形式的行為に
は最終的に会計報告、すなわち財務諸表の作成・開示という領域がある。同氏の研究においては 
この最終的な情報開示側面にも期待されるところがある。 
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